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ミット首脳会議の開催を経て国内外における知

名度アップ等、今後とも「リゾートやんばる」

を訪れる訪問客は増加すると考えられ、そのた

めの受入態勢の整備、充実は勿論、現状把握が

求められている注１）。

　本研究では、このような背景を踏まえ、その

うち宿泊施設の収容能力に関して基礎となる宿

泊収容力の指標分析を行い、宿泊施設の適正な

 １．はじめに
　復帰後の沖縄北部におけるリゾートとしての

発展過程を見ると、1975年の海洋博開催を契機

に開業した最初のリゾートホテルとされている

「ムーンビーチ」ホテル、1983年の「万座」と

いう地名は勿論リゾート沖縄の契機になった「万

座ビーチ」ホテル、最近2000年8月には本部町

にマハイナウェルネスリゾートがオープン、サ
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　本論文は、沖縄北部地域のリゾートホテルを中心とした最近5年間（1996-2000）の経営状況を客室

稼働率や季節変動を時系列に考察し、ホテル独自のホスピタリティ情報であるホームページとの相関

関係を分析したものである。

　まず、北部地域における宿泊需要の現状を把握するためその指標である稼働率と季節変動を年度別

に分析する。次に、19軒ホテルの独自のホームページを数量化理論Ⅰ類によって統計分析を行う。最

後に各ホテルの経営状況を年次別に把握し、両者との関連性や今後の位置づけを検討する。     
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Abstract

      The purpose of this research is to analyze the statistical correlation between accommodation demand and hos-

pitality information in the northern region of Okinawa prefecture. Study Ⅰ focuses on the monthly demand of 13 

resort hotels with respect to room occupancy and  the coefficient of variation during 1996- 2000. StudyⅡ dealt 

with 19 resort hotel homepages as sampled from May to June, 2001 and works out  a hospitality information 

model by the quantification method of the first type.  
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軒の過去5年間の月別稼働率を元に、年間の入

り込み傾向やその要因について考察する注３）注４）。

（１）月別平均稼働率の推移注５）

　本島北部の稼働率は、77年の23.5％から79年

には50.1％と改善が進んだが、これは、本島西

海岸を中心とした海浜レクリエーション需要の

急増と本部・名護周辺の春場の伸びに加え、同

地域の収容力減少が要因として大きい。

　一方、本調査対象である96年からの月別の推

移をみると、年々増加傾向にあることが窺え、

2月(77.6％)、3月(76.7％)と7月(80.2%)、8月

(85.6％)、9月(79.0%)に入り込みのピークがみ

られる（図－１）。その要因としては、①旅行

社のパッケージを中心とした団体客の受け入れ

との関連、②本土からの修学旅行シーズンとの

関連、③個人客の連泊傾向との関連等が挙げら

れ、特に修学旅行に関しては複合的な宿泊形態

を伴っており、那覇で1泊、又は2泊、北部で1

運用や観光行政の基礎資料とすることを目的と

する。研究の対象や方法として、まず、北部地

域の各ホテル毎の稼働率や宿泊需要の季節変動

を調査し、次に、ホスピタリティ情報としての

ホームページの内容分析をおこなう。最後に、

ホスピタリティ製品としての位置づけや今後の

ホテル・マネジメントの展望や課題について検

討する。

２．北部地域における宿泊需要の現状
　北部地域のリゾートホテルは、他のホスピタ

リティ産業と共に雇用効果や地域経済効果を齎

すのみに留まらず、地域活性化や地域振興の形

成に寄与しており、基幹産業の１つとして、山

原コミュニティの一部を成すものとして顕在化

していると考えられるが注２）、本章では、復帰

後の宿泊需要の状況や北部地域にあるホテル13
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図－１　月別平均稼働率の推移
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に夏場の入域客が増加し、80年の22.1％から85

年には25.4％まで上昇した。しかし、それ以降

は下落に転じ、89年には18％となっている。90

年代に入ると14～17％の範囲内で安定しており、

これまでとは異なった推移を辿っている。これ

は県や観光関連の団体を中心に冬場のイベント

造りに取り組んできたことや、修学旅行の増加、

或いはプロ野球キャンプの定着等が挙げられる。

次に、北部地域におけるホテルの宿泊者数の散

らばりを示す月別変動係数の推移が図－２であ

る。

　また、近年1996年から2000年までの5年間の

稼働率と変動係数との関係をみてみると、総体

的に稼働率の増加が見られ、ピーク時の99年に

は73.5％に達している。つまりこれは、変動係

数の減少による三季型に近い四季方から四季型

への移行という関係からも説明することが可能

である。更に、県の観光客数と北部の13軒の年

泊、というケースから那覇で1泊、北部で2泊と

いう、北部での連泊のケースも近年多く見られ、

南部戦跡めぐりから海洋博記念公園までの本島

周遊コースから、やんばるの自然散策やビーチ

でのマリンスポーツ等の体験型コースへの移行

傾向もあり、北部地域において、リゾートホテ

ルの重要性が除々に顕在化してきているといえ

る。また、7月-9月期に関しても、マリンスポー

ツ等を楽しむ一般の個人客（7,8月はファミリー、

9月はヤング層）が主流で、年々同じ宿泊施設

でのロングステイ傾向（3泊-5泊）が多く見られ、

周遊型からリゾート型への転換点を迎えている。

（２）稼働率と季節変動注６）

　まず、復帰以後沖縄全体の変動係数の推移を

見ると、72年の41.3％、73年には24.6％下落し

たものの、海洋博が開催された75年には一気に

58.4％まで上がり、その後80年代には本格的な

ビーチリゾートブームの高まりにも支えられ特
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図－２　月別変動係数の推移
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ホームページ上の情報の中で、年間稼働率に最

も影響を与えるているのは如何なる情報である

のかを考察する注７）注８）。

（１）調査の概要
　調査の対象として、沖縄県内の独自のホーム

ページを開設しているリゾートホテル19軒を取

関連性からみると、各ホテルは、近年の観光客

数増加に伴い、年間を通して好調であるという

ことがいえ、季節毎の客層や滞在型リゾートの

定着を窺わせている（表－１）。

（３）ホテル別宿泊需要分析
　稼動率と変動係数による各ホテル別の5年間

の分布図を見ると、3年間（96-98年）の変動係

数は0.1～0.4間（図－４）（図－５）（図－６）、

最近2年間は0.1～0.3の間で推移しており（図－

７）（図－８）、年間の季節変動は宿泊需要と

共に各ホテル別の格差は解消されつつあると解

釈することが可能である。また、稼動率の変動

をみると、2年間（96-97年）の稼動率は50%～

80％前後、最近3年間は、65%～85%前後であり、

これは県全体の観光客増加との連動や、顧客、

旅行社との情報提供ツールの飛躍的な発達等が

マーケティング上関連し、やんばる全体のリゾー

トホテルとしてのグループ化されつつあること

が窺える。

３．ホスピタリティ情報の分析
   本章では、ゲストの立場からホームページ上

におけるホスピタリティ情報と考えられる項目

を選定し、それに基づいて、ホストの立場から

平均稼動率との相関係数を算出してみると（図

－３）、0.987と非常に高い値を示しており、
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表－１　稼働率と観光客数の推移

図－３　観光客数と稼働率
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（２）項目別調査結果と考察
　ホテル別のアイテム評価をを一覧表でみると、

表－３のようになる。評価に基づいてホームペー

ジ項目別の分析を行った結果、19軒のホテルに

おける年間平均稼働率の変動の内、約80％は今

回取り上げた8つの要因が関連しており、年間

平均稼働率と各アイテムとの相関関係を表す指

標である偏相関係数の値をみると、Reservation

（0.896）、E-mail（0.851）、English（0.770）

が高い値を示している。この時、各アイテムの

重要度を比較する為には、それぞれのアイテム

内での範囲を求めて、その大小を議論すること

り上げ、実践的な顧客の立場からホテルの情報

提供ツールにおけるエンカウンターでのホスピ

タリティとしてのインターフェイスに重点を置

き、そのバックグランドにあるマーケティング

環境に着目しつつ、北部地域における宿泊施設

のインターネット・マーケティングの現状を把

握し考察する。外的基準変数としては年間平均

稼働率を、またアイテムとしてはホームページ

におけるホスピタリティ情報と考えられる項目

8項目 (Access，E-mail，English，Guest Room，

Guest Room Tariff，Restaurant，Restaurant menu 

Tariff，Reservation) を挙げ、要因アイテム別カ

テゴリーは3段階で分析をおこなった（表－

２）。調査期間は、2001年5-6月の2ヶ月で、分

析方法は数量化理論Ⅰ類である注９）。
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表－２　要因アイテム別カテゴリー

1
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3�
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7�
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Guest-Room
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において必要なホスピタリティ情報であると考

えられ、外的基準変数を変えていくことによっ

て、その重要性を説明することが可能であると

いえる。

４．まとめと課題
　沖縄北部におけるリゾートホテルの経営状況

を宿泊需要の観点から稼働率や季節変動の年次

別変化に絞って、独自のホスピタリティ情報と

の相関分析を行った結果を整理し課題を述べる

と次のようになる。

　第1には、北部地域の宿泊需要の変化からは

徐々に滞在型リゾートとして変容されつつある

ことがいえるが、勿論、沖縄全体におけるやん

ばる地域の位置付けは、近年の北部振興策と共

に益々重要視されるであろう。

　第2には、リゾートホテル内部の経営戦略や

マーケティング上の個別対応である。内容とし

ては、ホスピタリティ情報の分析で考察した幾

つかの対策が考えられる。顧客からのニーズや

ウォンツの具体的な把握は勿論、情報共有ツー

ルとしてのホームページの重要性は、宿泊指標

との関連性から明らかになっている。そのため

ホームページに関する情報の更新頻度と担当者

の技術的な育成が必要であろう。

　第3には、内部顧客でありホスピタリティ製

品の一部である従業員の人材開発に関するウエ

イトが重要な位置を占めていることである。こ

れは、ホスピタリティ産業が労働集約的であり

ができる。換言すれば、寄与の順序は、範囲の

大きさの順位で表現することができ、アイテム

の中のカテゴリー数量の幅が大きい程、予測量

に対する影響力が大きい。つまり、これらホス

ピタリティ情報と考えられる項目の有無やその

内容が稼働率の上下に大きく寄与していること

が窺える。また、カテゴリー数量の値から考察

してみると、Reservation、E-mail等は予約獲得ツー

ルとしての機能を大いに担っており、予約機能

が「ある」と「ない」では28％前後、E-mail機

能が「ある」と「ない」でも12％前後の稼働率

の差の生じが発生している（表－４）。

　その他の項目に関しては、多くの場合、予約

をするか否かを判断する為の項目、或は予約後
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表－３　調査データ一覧
No 名　　称 稼働率
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2
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2
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軽井沢倶楽部ホテル宮古島
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サンマリーナホテル
リザンシーパークホテル谷茶ベイ
ルネッサンスリゾートオキナワ
万座ビーチホテル
ホテルリゾネックス名護
ホテルゆがふいんおきなわ
ラグナガーデンホテル
ザ・ブセナテラスビーチリゾート
カヌチャベイホテル＆ヴィラズ

Access E-mail Engkish Restaurant ReservationGuest Room Guest Room Tariff Restaurant Manu Tariff

表－４　ホームページ項目別調査結果
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定数項 71.926

●外的基準変数＝年間平均稼働率　●固体数＝19　●アイテムm数＝8
●重相関係数＝0.9472　　　　●R2乗＝0.8971　●修正R2乗＝0.8057

No アイテム 範囲度数 偏相関係数カテゴリー数量
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Reservation

Guest Room

Guest Room Tariff

Restaurant Manu Tariff



ピタリティ社会形成に寄与するからである。
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